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この冊子は、　　　 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです。
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（アメリカ）
地球の鼓動を感じる世界初の国立公園

イエローストーン国立公園（アメリカ）

眺めのよいドライブコース

国立公園ツアー特集

Youth Hostel  Pick up

遠野ユースホステル

古の文化を育んできた大自然と
日本の原風景に思わず佇む、遠野。
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会員証は国際ユースホステル連盟（Hostelling International）によって認められたもので、
世界各国の YHが利用できます。

■オンライン（インターネット）入会をご希望の方
お近くにユースホステル、ユースホステル協会・入会案内所がない場合、オン
ラインでも入会を受け付けております。但し、会員証発行までお時間がかかり
ますので、予めご了承ください（ご入金後、約1週間位）。

■継続のご案内
有効期限の2ヵ月前から、継続手続きを受け付けています。会員証の有効期限内に
手続きをおこなうと新規登録会費より500円割引（提携カード除く）になります。

■便利な自動継続のお知らせ
自動引き落としのお申し込みを入会・継続時にされますと、次年度から継続会費が
自動的に指定口座から引き落としされ、手間をかけずに継続手続きができます。

■お友達ご紹介者へのプレゼント終了について
会員になるお友達ご紹介者への図書カード送付は、まことに勝手ながら、
2015年12月31日到着分をもって終了いたしました。いままで多くのお友達をご
紹介くださいまして、ありがとうございました。

■会員証をすぐに取得されたい方
お近くのユースホステル、ユースホステル協会または入会案内所でお申し込
みください。その場で発行されるため、一番手軽で、早くできます。

■登録会費

郵送、インターネットからのお申し込みの際は別途送料240円が必要となります。
詳細は日本ユースホステル協会HPをご確認ください。 http://www.jyh.or.jp/membership/

会員証種別

少年パス

青年パス

成人パス

家族パス

団体パス

終身パス

1,500円

1,500円

2,500円

3,500円

5,000円

50,000円

1,000円

1,000円

2,000円

3,000円

4,500円

満4歳から中学生まで

中学生修了年齢から満19歳未満

満19歳以上

夫婦、又は親子（中学生までの子供）

海外で利用する場合、配偶者は

別途会員証が必要です（500円）

10名以上の団体・機関の引率責任者（満18歳以上）

満26歳以上、有効期限は登録の日から終身

該当年齢区別 新規
登録会費

継続
登録会費

職員：対象  全国のYHでの勤務（転勤あり）
契約職員：対象  都内、地方での勤務（転勤なし）
志望される方はHP上の募集要項をご確認の上、当協会
までご連絡ください。

ユースホステル職員募集 Hostelling
Magazine

若者の旅を応援する日本ユースホステル協
会の発行するフリーペーパー「Hostelling 
Magazine」の設置場所になりませんか。毎号
20部以上の設置・配布にご協力頂ける施設様
には送料無料でお送りいたします。

全国の直営ユースホステルで働ける職員を募集してい
ます。宿泊業の経験は問いませんが、積極的にユースホ
ステル運営に取り組む、意欲のある方を求めています。

※設置には審査があります。詳細は日本ユースホステル
協会（somu@jyh.or.jp）までお問い合せください。

詳細はこちらから！ 

http://www.jyh.or.jp/hm/index.html

Hostelling Magazineはネットからダウン
ロード出来るWEB版も併せて公開してい
ます。これまでに発行されたバックナン
バーも読み放題！

WEB版 Hostelling Magazine
バックナンバーも読み放題！公開中！設 置 場 所 募 集 ！

ユースホステル インフォメーション
■臨時休館ユースホステル
稚内ユースホステル（北海道）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・当分の間
網走原生花園ユースホステル（北海道）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・当分の間
おいらせユースホステル（青森県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・当分の間
潮来荘ユースホステル（茨城県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・当分の間
甲府ユースホステル（山梨県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・当分の間
のと皆月湾ユースホステル（石川県） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・当分の間（強風被害のため）
北信州観山ユースホステル（長野県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・当分の間
知多半島ユースホステル（愛知県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・当分の間
高野山ユースホステル（和歌山県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・当分の間
松江レークサイドユースホステル（島根県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・当分の間
岩国ユースホステル（山口県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・当分の間
阿蘇ユースホステル（熊本県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間（地震被害のため）

■新設
下関市火の山ユースホステル海峡の風（山口県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成28年 3月  5日
犬山国際ユースホステル（愛知県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成28年 4月  1日
■閉館ユースホステル
札幌ハウスユースホステル（北海道）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成28年 3月31日
ふらのユースホステル（北海道）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成28年 3月31日
小樽ヴィラマウンテングユースホステル（北海道）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成28年  6月15日
神戸たるみユースホステル（兵庫県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成27年12月31日
ルノワルユースホステル（福岡県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成27年 7月31日

平成28年4月に熊本で発生した地震により被害を受けたユースホステルもありましたが、
阿蘇ユースホステルを除き、営業を再開しております。

日本タウン誌・フリーペーパー大賞は全国各地のタウン誌やフリーペーパーに

参加を募り、参加媒体を誌面クオリティや読者の支持率など、多彩な視点から審査。

評価の高い媒体を選定して表彰するイベントです。10月3日（月）から11月13日（日）

まで、同賞のホームページ（http://award.nicoanet.jp/）で読者投票が実施され、

一日一票の投票が可能です。是非、Hostelling Magazineに皆様の清き一票を！

Hostelling Magazineは

日本タウン誌・フリーペーパー大賞2016に
エントリーしました！

10月3日（月）~11月13日（日）
投票期間
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「ざわわ……ざわわ……」とサトウキビ畑が一面に生い
茂っているようなところを毎日走って、学校に通っていまし
た。雨が降ったって、全くおかまいなし。沖縄で暮らしてい
る小学生の男の子たちって、基本的に「傘を差す」という概
念が無いんですよ（笑）。傘なんて持っていたら両手を使っ
て遊べないし、ハブが出てきたら襲われちゃうかもしれな
いし……。「自然と共に生きている」、という言葉がぴったり
の日々でした。海や緑に囲まれていて、水が豊富。それは、
人間が生きていくためには一番良いことだなと今でも思っ
ています。

世界中どこに行っても、どこの国の人に会っても、誇りを
持てる場所が「沖縄」です。そんな「ふるさと」が自分には
あるんだということを、本当に嬉しく思っています。沖縄
は、日本の中でも異質な存在。本州から離れている島だか
ら、場所によっては移動距離が海外に行くのと変わらな
い。それに、元々は「琉球王国」という国だったから、文化
も違う。だから、ひとつの国としてとらえている部分もある
し、日本の都道府県の一部になってから、もっと良くなっ
ていった部分も、たくさんあるでしょうね。そういった歴史
や文化に近い場所にいたので、「ふるさと」という存在の
大きさを感じさせられることは多いです。

沖縄にいた頃は、あまりそういうことを考えながら過ごした
ことはなかったかな。外の人から見える沖縄と、沖縄で生ま
れ育った人にとっての沖縄って、ちょっと違うんだろう
な……というのはずっと思っていました。雪国に育った人
にとっては、雪が積もるのは当たり前で。でも、僕らからす
ると、雪国の人がどういう風に暮らしているのかは、「イ
メージ」の中にしかないんです。だから、外に出てどういう
生活がしたいかなー……というのは、あくまでも自分の想
像でしかなくて。
「やっぱり沖縄って素敵なところなんだな」って思うことが
できたのは、僕自身も大人になって、外に出てから。色んな
場所があるんだな、というのも、外に出なければ感じられ
ないこと。色んな場所へ足を運ぶ意味は、そこにあると思っ
ています。

「旅に出た」ということよりも、「旅に出たい」という衝動そ
のものが、大きなターニングポイントだったんだと思いま
す。旅したことに対しては、実はあまり重要視していないん
です。「外の世界を自分の目で見たい」と思った、当時の自
分自身の心に、「いいね！」って言ってあげたいな。行き先
は、日本一周だろうが、世界一周だろうが、それこそ隣町だ
ろうが、どこだって良い。距離の遠さや移動に掛かる時間
は、旅で得られるものの大きさとは、ほとんど関係ないと思
うんです。「旅に出たい」という衝動がポンと生まれた瞬間
に、一歩踏み出せるか踏み出せないか。それが一番大切な
んじゃないかな。そこからすべてが変わっていく気がする
んですよね。

単純に、自分の足で物を見たかったんだと思うんです。今、
世の中が「データ社会」と呼ばれる時代になってきて、色ん
な情報がひとつの画面の中で世界中どこでも見られるじゃ
ないですか。それってとても良いことだと思うし、色々なこと
を感じられるツールのひとつでもあると思っています。で
も、その一方で、「体感する」というのも、自分自身にとって
は大きな宝になるだろうな、と。体内の細胞に流れる「喜
び」であったり、「恐怖」であったり……あらゆる「刺激」とい
うものが、僕は好きだし、それがないと生きていけないんで
す。例えば、外からみるとただの沼なのに、入った瞬間に“グ
～”っと身体が沈んでいくこの体感というか、そこに立たな
いとわからない感覚。自分の足で立って、生活してみない
と、得られないものがあると思うんです。
7ヶ月かけて自転車旅をしたときのことを振り返ると、「あの
ときはなんて暇だったんだろう」なんて思います（笑）。で
も、“暇こそが人間にとって一番の幸せ”だと僕はいつも思っ
ていて。特に、僕らの世代なんていうのは、ずっとせわしな
いんですよ。何かに追われて、常に誰かと連絡を取り合った
りして。のんびり空を見上げている時間って、一体どれだけ
あるんだろうなぁ……。

満島さんの心に「旅に出たい」という衝動が

湧き起こった当時は、どんな心境でしたか？

Q.

Q.青い海、豊かな自然、おいしい食べ物……。

満島さんのご出身である沖縄といえば、日本屈指の

旅スポットですよね。そんな魅力的な場所で、

どんな子ども時代を過ごされていたのでしょうか？

Q.俳優としてデビューされる前に「日本一周自転車旅」に

挑戦されたそうですね。この旅での経験は、

大きなターニングポイントでしたか？

Q.うらやましい（笑）！ そんな沖縄は、満島さんにとって

どんな「場所」ですか？

Q.沖縄でずっと暮らしていきたいと思っていましたか？

それとも、上京したいという想いがあったのでしょうか？

Hostelling Magazine 

 Interview vol.006  生まれ育った「ふるさと」の魅力は、

外に出てみなければ気づけない。

「暇」こそが、人間にとって

一番の幸せだと思う。

030202

ドラマや映画、CMへの出演だけでなく、

ドキュメンタリー番組のナビゲーターや、人気アニメの主演声優を務めるなど、

活躍の幅を広げ続けている注目の若手俳優、満島真之介さん。

満島さんのモットーは、「常に全力投球」。

だから、友人から名付けられた愛称は「マックス」。

明るく親しみやすいキャラクターから、

最近はバラエティ番組で活躍を目にすることも多い。

そんな満島さんが、「日本一周自転車旅」の経験者

だということをご存じだろうか。

満島さんにとって、「旅」とはどんな存在なのだろうか。

そして、インタビューの中で垣間見えた、意外な「素顔」とは。

ロケ地でのエピソードを交えて、語っていただきました。
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まっすぐな道が続く、北海道のオロロインラインです。

道中で出会った方と一緒に走ることになり、その方に

撮ってもらいました。懐かしい！ 
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茂っているようなところを毎日走って、学校に通っていまし
た。雨が降ったって、全くおかまいなし。沖縄で暮らしてい
る小学生の男の子たちって、基本的に「傘を差す」という概
念が無いんですよ（笑）。傘なんて持っていたら両手を使っ
て遊べないし、ハブが出てきたら襲われちゃうかもしれな
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の日々でした。海や緑に囲まれていて、水が豊富。それは、
人間が生きていくためには一番良いことだなと今でも思っ
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世界中どこに行っても、どこの国の人に会っても、誇りを
持てる場所が「沖縄」です。そんな「ふるさと」が自分には
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し、日本の都道府県の一部になってから、もっと良くなっ
ていった部分も、たくさんあるでしょうね。そういった歴史
や文化に近い場所にいたので、「ふるさと」という存在の
大きさを感じさせられることは多いです。

沖縄にいた頃は、あまりそういうことを考えながら過ごした
ことはなかったかな。外の人から見える沖縄と、沖縄で生ま
れ育った人にとっての沖縄って、ちょっと違うんだろう
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にとっては、雪が積もるのは当たり前で。でも、僕らからす
ると、雪国の人がどういう風に暮らしているのかは、「イ
メージ」の中にしかないんです。だから、外に出てどういう
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まっすぐな道が続く、北海道のオロロインラインです。

道中で出会った方と一緒に走ることになり、その方に

撮ってもらいました。懐かしい！ 



1989年5月30日生まれ、沖縄県出身。10年、舞台『おそるべき親たち』（熊林弘高演出）で

俳優デビュー。13年『風俗行ったら人生変わったwww』（飯塚健監督）で初主演を果たす。

映画・ドラマ・舞台など相次いで出演を果たし、16年4月からはJ-WAVE「AVALON」で毎週

水曜日ナビゲーターを務めるなど、活動の幅を広げている。

満島　真之介

Prof ile

数え切れないほどありますよ！ 段差にタイヤがはまってし
まって、トラックに轢かれそうになって、周りの景色がスロー
モーションに見えるってこともあったし……。
あと、自転車旅の一番の敵は「雨」。雨が降っちゃうとどうし
ようもないんですよ…。特に、僕が旅をした年は、雨がとても
多くて大変でした。たしか、山口県を走っていたときだった
かな。土砂崩れが起きて、下道が通れなくなっちゃったこと
があったんです。山の方だから人が誰も来なくて、完全に立
ち往生して。土砂をどかそうにも、そのための道具もない。
「どうしよう……」と途方に暮れていたら、「あっちに見慣れ
ない若いモンがいるぞ」「向こう側に行きたいらしいぞ」
……って、地元のおじさんたちがゾロゾロ10人くらいきてく
れて。土砂をどかして僕と自転車が通れるだけの道をつくっ
てくれたんです。あのおじさんたちが助けてくれなかった
ら、あのときどうなっていたか……。

何か「責任」とか「プレッシャー」を背負って旅をしているわ
けではなく、単なる自分の衝動で始めた旅だったんで、「辞
めたい」という衝動が湧いていたら、きっと辞めていたと思
います。でも、当時は期間も別に決められているわけでもな
かったし、「行きたい」「前に進んでいたい」という衝動が
ずっとあったから、そうはならなかったですね。

自転車旅の経験は、仕事においてというよりも、人生そのも

のにおいて良い影響がありました。日本のどこに行っても大

体知っている場所だということには、本当に助けられていま

す。今回出演している『オーバー・フェンス』という映画のロ

ケ地の函館も、自転車旅のときに行ったことがあるんです。

でも、昔自転車で行ったときと飛行機で降り立った今回とで

は、街の表情が全く違うんですよ。自分の状態の違いという

のもあると思いますが。その再確認ができるっていうのが、

日本を周って良かったなと改めて感じる時ですね。旅先で出

会った方とは、たった数分会話をしただけでも、その後も関

係性が続いていくんです。どこか行きたいなぁと思った時

に、「そういえばあそこにはあの人がいたな」って何年かぶり

に連絡を取ると、おいしいごはんとか泊まる所とかを全力で

手配してくれたり……こんなお付き合いができるのも、旅を

通じて気づかせてもらったことのひとつです。

目的が無いのが「旅」なんですよ。衝動に任せて進んだ先
に、「道」ができる。その時間が、僕にとっては一番大切かも
しれません。みんな多分、旅をすることに対して、「目的」を考
え過ぎている気がする。そんなに重く考えなくても良いと思
うんだよなぁ。

それは、きっと「旅行」なんですよ。僕にとって、「旅行」と「旅」
の違いがそれ。「旅」っていうのは、母親から生まれた瞬間か
ら死ぬまでの人生のすべてのことを指す言葉だと思ってい
ます。進んだ先に、たくさん理由が出てくるんですよ。旅の後
に、「ああ、僕は旅を通じて全国の子どもたちに出会いた
かったんだな」とか、「度胸試しをしてみたかったんだな」と
か。だから、10代～20代のお子さんがいる親御さんには、
「自由にさせた方がいい」ということを伝えたいです。海外に

留学させるべき、ということではなく、隣町に一人で行くので
も良い。まだまだ知らない世界がいっぱいあるので、若い人
たちにはそれを体感してほしいなと強く思います。

基本的には、公園や広場での野宿です。毎日16時頃には、
辺りが暗くなる前にその日の宿泊先をどうするか決めてい
ましたね。自転車旅において、寝る場所が確保できないとき
ほど落ち着かないことはないんです。寝る場所さえ決まれ
ば、疲れているのでグッスリ眠れる。それで、いつも夜明け
頃に目が覚めて、やることがないので野宿した場所の周り
を掃除して、公園にやってきたおじさんおばさんたちと一緒
にラジオ体操をしてから出発する……というのが日課。だ
から全国の人とラジオ体操しましたよ（笑）。
新潟に行ったときに、親切なおじさんが「安くて良い宿があ
るよ～」って紹介してくれて、そこに泊めてもらったこともあ
りました。そういえば、そのときに泊まったのはユースホス
テルだったなぁ。実は、僕の両親がユースホステルのヘ
ビーユーザーだったみたいで、子どもの頃から「旅をするな
らユースホステルを使いなさい」って勧められていたんで
すよ（笑）。

飛行機が着陸して、空港に降り立ったときに、その土地独特
の「におい」ってありますよね。沖縄に降り立つと「沖縄だ
～！」ってにおいだったり、東南アジアではスパイスのにおい
がしたりとか。あれ、実は日本の中にもいっぱいあるんです
よ。それが、僕にとってはとても神秘的だったし、旅の醍醐味
でしたね。
日本は世界の中でも、「境目」を知らない国だと思うんです。
一応、「県境」はあるけれど、海を渡らなければ、どこに行っ
ても日本なので。大陸であれば、絶対に国境はありますから
ね。でも、国境を誰が決めたかというと、人間が決めただけ。
海や大陸の位置というのは、人間には決められない場所。そ
れを考えると、旅をして回っているときに感じた、僕の中で
の境界線は「におい」だったんです。多分、車とか電車で旅を
している人には感じられない、自転車旅の良さだと思いま
す。もしかしたら、歩いていても感じられないかもしれない。
自転車で走っていると、急に変わるんですよ！海からの距離
なのか、山からの距離なのか、地域によって色々な要因があ
ると思うんですけど、突然「におい」が変わる。自転車旅で体
感できた一番の財産は、この「におい」なんですよね。

鳥取県の白兎海岸に旗が立っていて、セルフタイマーで撮影した写真です。これはテイク４。

ジャンプに失敗して撮り直したんです(笑)
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ちなみに、自転車旅をされているときは、

どんなところに泊まっていたんですか？

Q.

逆に、自転車旅で大変だったことやアクシデントなどは

ありましたか？

Q.

なんて壮絶な……悪天候やアクシデントで、旅を途中で

辞めたいとは思われなかったのでしょうか……？

Q.

自転車旅をするときに、何か旅の「目的」のようなものは

決めていたのでしょうか？

Q.

わかります！ 旅をするとき、「限られた時間を

無駄にしたくない！」と思って、朝から晩までの予定を

細かく組み立ててしまいます……。

Q.

自転車旅で印象に残っている出来事はありますか？Q.

0504

“旅に出る”のに、

目的なんて必要ない。

自転車旅で得た一番の財産は、

「においの境界線」。 本州と北海道を結ぶ「函館」は、

さまざまな感情が渦巻く街。

俳優業を始められて、今も「人生の旅」を続けていらっ

しゃる満島さん。日本一周の経験が活かされていると

感じる瞬間はありますか？ 自転車旅での経験は、

現在の満島さんご自身にどんな影響を与えていますか？

Q.
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目的なんて必要ない。

自転車旅で得た一番の財産は、

「においの境界線」。 本州と北海道を結ぶ「函館」は、

さまざまな感情が渦巻く街。

俳優業を始められて、今も「人生の旅」を続けていらっ

しゃる満島さん。日本一周の経験が活かされていると

感じる瞬間はありますか？ 自転車旅での経験は、

現在の満島さんご自身にどんな影響を与えていますか？

Q.



函館って、本州と北海道の「架け橋」な気がするんです。だか

ら、人がすごく行き来する、色んな感情が渦巻いている町だ

と感じました。自転車旅のときに北海道全域を回った経験

がありますが、中でも函館は、すごく強い「パワー」と、とても

寂しい「孤独感」の両方を感じさせてくれる。それはきっと、

色んな人が入り乱れていて、本州の人が持っている嫌な部

分を持ってくる人がいれば、その逆もあって。だから、一言で

表すのは難しい町ですね。方言も割と標準語に寄っていて。

北海道にいるという感覚が、あるようで無い。道を歩いてい

ると、家がぽつんぽつんと点在していて。この家と家との距

離感が、函館を物語っているんじゃないかと。歩くにはちょっ

と遠い。でも、自転車だと近い。……という距離感が、人との

距離感、本州との距離感かと。何だか不思議な町だなぁ、と。

だからこそ、色んな監督がこの函館という場所で映画を撮る

のでしょうね。

たぶん、今回演じた森が、本来の僕の姿に近いです。もちろ

ん、テレビに出ている時の自分も僕自身なんだけど、自分が

一枚の「紙」だったら、どこを切り取ったのかというだけ。い

つもは切り取らなくても良い部分を、この役を通じて切り

取ったような感じ。自分としては、今まで出せなかった「寂し

さ」、「孤独感」を、森という人間に吹き込んでいきました。

「森がどういう佇まいでいるだろうか」ということに関して

は、常に考えていました。人の前に立つときって、いつも背中

に一本の「芯」を入れて、外へ出て行くと思っていて。その芯

を外した時の自分ってどうなるんだろう……というのを常に

意識していたし、自分に「生きる気力が無くなった瞬間」どう

いう状態になるんだろう、と考えていました。細胞一つひと

つが入れ替わっていないというか、積極的に入れ替えようと

しない状態ってどんな感じだろうなぁ……と。いつもは無理

矢理にでも入れ替えるのに、この函館での1ヶ月は、自分の

中に感情を停滞させていきました。それはなかなか勇気の

いることだったし、今考えるとすごくキツいことをやっていた

なと思います。

でも、普段の生活で、気を張っている時よりもラクだったりも

するんです。芯が入っていないので、どんな状態でもいられ

る。何をしていようが、良いも悪いもない。いつもなら、自分

が相手にどう見られているのか、この洋服はこの場には合

わないだろうか、とか、TPOの制約がある中で生きている。そ

れを全部取り払ったのが、今回の役どころです。起きている

のか起きていないのか。寝ているのか寝ていないのか。生

きたいのか、死にたいのか。誰かのために生きるって何なん

だろうとか。そんな状態を、撮っていただけたと思います。

例えるならば、「空」みたいな映画だと思いました。毎日ある

ものだし、どの国に行っても存在する、雲ばかりの日もあれ

ば快晴の日もあるけど、同じ表情の日はひとつもない。普遍

的で変わらない景色の中で、どこかがいつも違っているとい

う映画。だから、今日観て、明日観たら、全然違う世界が広が

る映画なんじゃないかな。そこがとても新しいと感じました。

何かを得ようとして映画を観に行くことも多々ありますが、

逆に、いつもある風景を見せられているような感覚に浸れ

るのが、この作品です。「誰にでもある世界」、それが函館と

いう地域だったんじゃないかと。どこの国の人が観ようが、

南国の人が観ようが、子どもが観ようが、おじいちゃんおば

あちゃんが観ようが、同じ光景なんだけど、全員見え方が違

う映画だと思います。公開したときにどんな反応があるの

か、とても楽しみです。

『オーバー・フェンス』は、いつも見ない空を延々と見るよう

な映画です。でも、空を2時間見て過ごすという時間の方が、

この時代にとってはとても奇跡的なことだと思う。先ほど旅

の話をしたときにも少し触れたけれど、多分、一番空を見上

げていない世代って、10代～20代なんじゃないかな。だから

こそ、映画を通じて、自分の心の中に広がっている美しい部

分や、嫌な部分を感じて、「自分はこういう人間なんだな」と

受け止めてもらうきっかけになったら嬉しいです。スタイリスト：DAN
ヘアメイク：石川奈緒記

孤独、哀しみ、愛情、すべてを包み込む函館、

遠い幻のような一瞬の夏
フェンスの先にあるのは愛か、希望か－－

背中に入っている「芯」を抜いたら、

人は一体どうなるのかを考え続けた1ヶ月。

同じ光景なのに、見え方が違う。

まるで「空」のような映画。

家庭をかえりみなかった男・白岩は、妻に見限られ、東京から故郷の

函館に戻りつつも実家には顔を出さず、職業訓練校に通いながら失

業保険で暮らしていた。訓練校とアパートの往復、2本の缶ビールと

コンビニ弁当の惰性の日々。なんの楽しみもなく、ただ働いて死ぬ

だけ。そう思っていた。ある日、同じ職業訓練校に通う仲間の代島に

キャバクラに連れて行かれ、そこで鳥になりたいと願う風変わりな

若いホステスと出会う－－。名前は聡（さとし）。「名前で苦労したけど

親のこと悪く言わないで、頭悪いだけだから」そんな風に話す、どこ

か危うさを持つ美しい聡に、白岩は急速に強く惹かれていくが……。

『オーバー・フェンス』
9月17日（土）、テアトル新宿ほか全国ロードショー

配給：東京テアトル+函館シネマアイリス（北海道地区）  
監督：山下敦弘  
出演：オダギリジョー  蒼井優  松田翔太  北村有起哉   満島真之介 
　　  松澤匠  鈴木常吉  優香
公式サイト：http://overfence-movie.jp/

満島真之介さん出演映画

映画『オーバー・フェンス』で演じている「森」という役どこ

ろは、普段テレビで目にする満島さんとは対照的な人物

像という印象です。共感できる部分はあるのでしょうか？

Q.

今回のロケ地・函館はどんな場所でしたか？Q.

役づくりにおいてこだわったポイントや、

気を遣った点などはありましたか？

Q.

完成した作品を観たときは、どんな印象を持ちましたか？Q.

最後に、読者へメッセージをお願いします。Q.

「オーバー・フェンス」
直筆サイン入り非売品パンフレット

抽選で3名様にプレゼント！
ご応募は日本ユースホステル協会ホームページの
専用お申込みフォームから！  http://www.jyh.or.jp/hm/
■応募締切　2016年12月末日
※なお、当選発表は、商品の発送を以て替えさせていただきます。

Ⓒ2016「オーバー・フェンス」制作委員会

サイン
入り

070606
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